
為替週間展望＝ドル円は１２１～１２２円台で方向感を探る動きか

　　　　　　　　　　［４月４日からの１週間の展望］

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

　　　週間高低（カッコ内は日）　　　　　　    3 月 28 日～ 4 月 1 日

　　　　　　　始　値　　高　値　　  　安　値　     終　値　 前週比

ドル・円　　  122.03   125.09(28)    121.28(31)    122.30   +0.25

ユーロ・ドル  1.0990   1.1185(31)    1.0945(28)    1.1069   +0.0086

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

国内株・金利／米国株・金利

                   終　値　　前週末比　　　　 　　　　   　 終　値　 前週末比

日経平均株価    27,665.98     -483.86     日本10年債利回り   0.216   -0.022

ダウ平均株価    34,678.35     -182.89     米10年債利回り     2.338   -0.135

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

＜来週の主要経済統計等＞

４日　　独２月貿易収支

　　　　ユーロ圏２月生産者物価指数

　　　　米２月製造業受注

５日　　日本２月勤労者世帯家計調査

　　　　豪中銀（ＲＢＡ）政策金利

　　　　独３月非製造業ＰＭＩ確報値、ユーロ圏３月非製造業ＰＭＩ確報値

　　　　英３月非製造業ＰＭＩ確報値

　　　　米２月貿易収支

　　　　カナダ２月貿易収支

　　　　米３月サービス業ＰＭＩ確報値

　　　　米３月ＩＳＭ非製造業景況指数

６日　　独２月製造業受注指数

　　　　ユーロ圏２月小売売上高

　　　　カナダ３月Ｉｖｅｙ購買部協会指数

　　　　米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ、３月１５～１６日）議事要旨

７日　　豪２月貿易収支

　　　　日本２月景気動向指数速報値

　　　　スイス３月雇用統計

　　　　独２月鉱工業生産指数

　　　　米新規失業保険申請件数

８日　　日本２月経常収支

　　　　カナダ３月雇用統計

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

【前回のレビュー】３月２８日の週には４月１日に３月の米雇用統計やＩＳＭ製造業景

況指数など、注目度の高い経済指標の発表が相次ぐ。米国の雇用に加えて他の経済指標

でも堅調な流れが続くようなら、一段とドル高に振れる可能性が高まり、ドル円は上昇

基調が継続するとした。

　　　　

【ドル円は高値から調整を見せる】

　３月１５～１６日の米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）での利上げ決定やその後の米

連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）当局者から利上げに前向きな発言が相次いだことで、米

長期金利の上昇やドル高につながってきた。一方で日銀は緩和的な金融政策の継続を決

め、黒田日銀総裁などから円安容認発言なども出ていることで、ドル買い円売りの流れ

から、３月２８日にドル円は一時１２５円台まで上昇した。

　　

　ＦＲＢ当局者やＦＯＭＣメンバーは利上げに積極的な姿勢を示している。２５日に
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ニューヨーク連銀のウイリアムズ総裁は「適切なら０．５％利上げするべき」と、経済

状況次第ながら５月のＦＯＭＣでの大幅利上げを支持する考え方を示した。他の当局者

からも同様の見解が繰り返して出されている。米国では２月の米消費者物価指数が前年

比＋７．９％となり、１２月の前年比＋７．０％、１月の＋７．５％から上昇傾向が続

いており、インフレ抑制のために利上げペースの加速が見込まれている。

　　

　一方で日銀は緩和姿勢を継続している。３月２９日から３日間、日銀は利回り０．２

５％で国債を無制限に買い入れる「連続指値オペ」を実施した。長期金利の上昇を抑制

して金融緩和の継続姿勢を示している。こうした日米の金融政策の差がドル買い円売り

の流れにつながった。３月４日の安値１１４．６５付近から３月２８日の１２５．０９

まで実に１０円以上の大幅なドル高円安に傾いた。

　　

　そうした中、２９日にトルコで行われたロシアとウクライナの停戦交渉に進展があっ

たと報じられた。ウクライナは北大西洋条約機構（ＮＡＴＯ）に代わる新たな安全保障

に枠組みを提案して、ロシア側は首都キエフ周辺などで軍事行動を大幅に縮小すると述

べるなど、双方が一定の譲歩を見せた。今後の動向は不透明ながら、これまでと比べて

停戦へ向けて進展が見られたことで、金融市場でも警戒感が後退しつつある。

　　

　停戦交渉が進展しているとの報道を受けて、ユーロが対ドルで買われてユーロドルが

１．１０００ドル近辺から１．１１００ドル超まで大きく上昇、その後は伸び悩んでい

るものの、１．１０台で推移している。ドル円は対ユーロでのドル売りやテクニカル面

での過熱感から１２１円台前半まで下落した後、１２２円台半ばまで戻している。

　　

　ウクライナでの停戦交渉が一段と進展するようならユーロドルが一段と上昇して、ド

ル円は上値を抑えられやすい流れとなりそうだ。ただ、ロシアに対する懐疑的な見方は

根強く、停戦交渉には不透明感も漂う。米国での利上げペースの加速や日米の金融政策

の違いはドル円のサポート要因ながらも、テクニカル面での過熱感も重石となりそう

だ。こうした中、ドル円は中期的には一段高が期待できるものの、短期的には１２１～

１２２円台を中心に方向感を探る動きとなりそうだ。ドル円の目先の予想レンジは、１

１９．００～１２４．００円。

　　

　４月４日の週の注目材料としては、６日に３月１５～１６日に開催された米連邦公開

市場委員会（ＦＯＭＣ）の議事要旨がある。バランスシート縮小に関する議論の内容な

どが明らかになり、タカ派的な内容の場合はドル円をサポートする要因となりそうだ。

　　

　今後の日米の経済指標やイベントとしては、４日に米２月製造業受注、５日に日本２

月勤労者世帯家計調査、米２月貿易収支、米３月サービス業ＰＭＩ確報値、米３月ＩＳ

Ｍ非製造業景況指数、６日に米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ、３月１５～１６日）議

事要旨、７日に日本２月景気動向指数速報値、米新規失業保険申請件数、８日に日本２

月経常収支などがある。

　　

【ユーロドルはもみ合いで推移か】

　３月２９日にロシアとウクライナの停戦交渉に進展が見られたとの報道を受けて、

ユーロは対ドルで上昇に転じた。３０日にはホルツマン・オーストリア中銀総裁が「資

産購入が終了していれば、フォワードガイダンスに従って９月と１２月に利上げするこ

とが可能」と発言したことや独３月消費者物価指数が予想から上振れしたことなどが

ユーロドルの支援材料となった。

　　

　ユーロ圏では高いインフレ率が続いており、欧州中央銀行（ＥＣＢ）は年内に利上げ

に動くとの見方も広がっている。ただ、ロシアとウクライナの停戦交渉は不透明感も根

強く、一段の事態の進展がないと、ユーロドルは上値を追う動きとはなりにくいとみら

れる。こうした中、ユーロドル１．１０００～１．１１００ドル台を中心とするもみ合

いで推移するとみられる。ユーロドルの目先の予想レンジは、１．０９００～１．１２

５０ドル。

　　

　日米以外の今後の経済指標やイベントは、４日に独２月貿易収支、ユーロ圏２月生産

者物価指数、５日に豪中銀（ＲＢＡ）政策金利、独３月非製造業ＰＭＩ確報値、ユーロ

圏３月非製造業ＰＭＩ確報値、英３月非製造業ＰＭＩ確報値、米２月貿易収支、カナダ



２月貿易収支、６日に独２月製造業受注指数、ユーロ圏２月小売売上高、カナダ３月Ｉ

ＶＥＹ購買部協会指数、７日に豪２月貿易収支、スイス３月雇用統計、独２月鉱工業生

産指数、８日にカナダ３月雇用統計などがある。
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